
 企業と生物多様性セミナー 

～究極のSDGsとは 

第２３回 里山バンクと生物多様性 日 時 

◆講 演 

 生物多様性保全の主流化とSDGsのエンジン  

     ―日本版生物多様性バンク、“里山バンク”の取組―  

        東京都市大学 教授 田中 章氏  ※詳細は裏面参照 

 

 ◆報 告 

 ・生物多様性ちば企業ネットワーク参加企業からの報告 

   なぜ自社が生物多様性に取り組むのか？ 

         ～社会貢献からサステナビリティへ～ 

             株式会社エコロジーパス 北澤 哲弥氏 

   鴨川シーワールドにおける絶滅危惧種の保全活動 

             鴨川シーワールド 開発展示課 森 一行氏 

 ・千葉県からの報告 

   生物多様性ちば企業ネットワークによる里山モニタリング調査 

             千葉県生物多様性センター 大島 健夫 

 

セミナー内容 

会社名   業種   

連絡先 ℡                     E-mail 

参加者の  

所属    

職                              

氏 名 

                                    

                                 

                                 

   第２３回  企業と生物多様性セミナー申込書  

２０２１年             

３月３日（水）                                        

場 所 

対 象 

千葉県教育会館 ６０４会議室                                                     

（裏面地図参照） 

県内に工場・事業所がある企業         

定員４0名 （参加無料）  

事前申込制：千葉県生物多様性セン

ター企業セミナー担当宛に下記内容

を記載の上、メール又はFAXで お 

申し込みください。 

締切：２月２６日（金）（必着）             

Email bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                             

Tel    ０４３（２６５）３６０１     

Fax   ０４３（２６５）３６１５           

主 催 

千葉県               

一般社団法人 千葉県環境保全協議会       

一般社団法人 千葉県経済協議会      

申込・問合せ 

 開発などの人間活動による自然環境の消失は生物多様性の危機の中で最大の問題で

す。その解決策として消失する自然を代償（オフセット）することによって地域生態系を全

体として保全すると同時に地域経済を活性化させるという新しい試みが始まっています。 

 本セミナーでは企業が参加できる「里山バンク」の千葉県内での紹介を含め、生物多様

性オフセット研究の第一人者である東京都市大学田中章教授に最新の動向をご講演い

ただきます。 

１４時～1６時３０分 

新型コロナウイルスの影響による開催の可否は、

今後の状況をみながら判断します。 



       

  田 中 章 （たなか あきら）氏 

        東京都市大学環境学部教授  

        環境アセスメント学会常務理事  

 

幼少から人間社会と野生動植物や自然との共存に憧れを持ち、生態学（東京農工大学）、生態計画（ミシガン大学大

学院修士課程）、緑地政策（東京大学大学院博士課程）を学ぶとともに、パシフィックコンサルタンツ（株）、野村総

合研究所、（社）海外環境協力センター、英国ウェールズ大学大学院日本プログラム環境研究科長において国内外の環

境アセスメントや生態系保全分野の業務や教育に従事。大学非常勤講師の経験を経てこの分野の教育の意義は大きいと

考え、2002年度から現職。今日の日本の経済に生物多様性保全を主流化させるためには「里山バンク」の導入が効果的

であるとしてその啓発活動を続けている。 

講演趣旨 
1992年地球サミットで「持続可能な開発(Sustainable Development)」（以下、SDと称する）」の実現に向けて

「アジェンダ21」が採択され、それが今日のSDGs（SD実現のための目標）に繋がっている。今回はSD実現のための

根本的なエンジンになりうる生物多様性オフセット、生物多様性バンキング、その根拠である環境アセスメント制

度、ノーネットロス政策などSD実現のための具体策について国内外の最新動向を紹介する。生物多様性オフセット

とは、開発による自然の損失を同様な自然を同地域に確保することで、地域全体として当該自然の現状維持を図る

（これをノーネットロス政策と呼ぶ）ものである。日本ではまだ法制化されていないものの、最近、国内の開発事

業に伴い生物多様性オフセットが提案される事例が散見されるようになった。さらに海外では複数のオフセットを

より広いエリアでまとめて行うものをバンクと呼び、経済と生態保全を両立する新しい試みとして注目されてい

る。 

また当方が提案している日本版生物多様性バンク、「里山バンク」として日本初となる千葉県内での取り組みを

はじめ、当研究室の取組を紹介する。里山バンクとは、あらかじめ地域の里山生態系を連続性を持った塊として保

全活動を行い、生物多様性オフセットや里山保全を行う事業者にその効果を提供する仕組みである。また里山バン

クは、地域連携によってこれまで時間的にも空間的にもバラバラに行われてきた補助金施策、企業や学校やNPOなど

による里山保全活動などを集結し、自然保全を目的とする新しい産業の分化と深化による地域経済の活性化を期待

するものである。 

■ 会 場 案 内 図 ■    

千葉県教育会館         

６０４会議室            

千葉市中央区中央4－13－10                      

TEL 043（227）6141 

【アクセス】 

◎徒歩：JR千葉駅から20分、JR本千葉から12分、京成千葉中央駅から12分 

◎バス（千葉駅東口）：乗り場２番、3番から乗車 中央4丁目にて下車徒歩３分 

 ■ 事 前 申 込 制 ■  

表面下部の必要事項を記載の

上、千葉県自然保護課生物多

様性センター企業セミナー担

当宛に、メール 又は  FAXで

お申し込みください。 

締切：２月２６日（金） 

                    （必着） 

Email  bdc@mz.pref.chiba.lg.jp                           

Fax    ０４３（２６５）３６１５          


